
1 

「d’=0」の検定 
 
式 11.10によって「d’=0」の検定を行うプログラム PTestD.exeを実行すると図１のフォー
ムが提示される。 

フォーム左上の String Gridコンポーネント内にデータを設定する。図２は例 11.5のデー

タを設定したものである。データの設定後、「計算」ボタンをクリックすると計算が始まり、

図１ 起動時のフォーム 
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図２ データの設定 
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計算結果が右のmemoコンポーネント内に表示される（図３）。Memoコンポーネント内に
表示されているものは、「ファイルに出力」ボタンのクリックでファイルにテキストファイ

ルとして書き出すことができる。 
 
 
 

図３ 計算結果の表示 


